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考える事を続けていけば
「感動」は必ず生み出される

水島センタ―　リハビリ倶楽部水島　　
宇川　喜司

　私は仕事をしていくうえで、内部体制を整えることに
重点を置いて働いております。そのうえでご利用者様に
どのようなサービスが適切であるのかを考え、まずはス
タッフの動きを第一に考えております。この度、藤原先
生のお話しを聞かせていただきながら「内部体制を見直
すことで、スタッフとご利用者様の関係は、もっとよく
できるのではないかな」と感じてなりませんでした。藤
原先生の発せられる一言ひとことから、自分の中に新し
いアイデアが生まれ、熱意溢れる先生の話しを近くで聞
かせていただくことで、イメージが簡単に浮かび上がっ
てくる感覚を感じ取ることができた、とても気持ちのよ
い時間でした。
　また今回の講演で、私は自分から進んで知りたい、学
ぼうという意欲が低かったことに気付くことができまし
た。講演を聞かせていただいた翌日、インターネットに
て夢のみずうみ村のホームページを拝見したところ、藤
原先生はすでにブログにて今回の講演のことも挙げられ
ており、二神社長もブログ更新済みでした。その情報を
発信する速度に、私はただただ驚くばかりで、そういっ
た早急な取り組みが社会を生きていくために必要な能力
なのだと改めて感じさせていただきました。
　私は今後の課題として、藤原先生が言われていた座右
の銘である「一人では何もできぬ、しかしまず一人で始
めねばならない」に習い、自分から動いていくことを本

格的に取り組んでまいりたいと考えました。私は、動く
ということを環境・人間関係・仕事といったマクロな視
点で見直し、自己実現する力と自己表現能力を磨いてい
こうと考えております。それは、ご利用者様のみなら
ず、創心會のスタッフの方、創心會に関わっておられる
方、創心會とコネクトの無い方、といった色々な方と触
れ合うことで学び、知己を増やすことをこれからの自分
の生きていくうえでの大前提にしていこうと考えており
ます。そのためにも、話題は膨大な数が必要となりま
す。知るための知識というものをこれからの私生活にお
いても仕事内においても客観的な視点で物事を捉え、必
要な情報を見つけ出し、気になったことに対して自分で
情報を収集・整理し、自分の意見をまとめた上で相談を
する、それをこれからの基本軸にしてまいりたいと思い
ます。そして、働くヒトから動かすヒトへ、動かすヒト
から創るヒトへの階段を明確なビジョン設計をしていこ
うと思います。
　今回の講演をきっかけとして私は本当の意味で変わ
ることができたと思います。私の「創心會をこれから

もっとさらに良くしてい
こう」、とムキになって
いることを周りのスタッ
フの方にも感じていただ
き、その熱が熱伝導のよ
うに周囲の方へ伝わるよ
う誠心誠意がむしゃらに
取り組んでまいります。
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『はだか祭』
　今年も岡山ブロック恒例の地域参加行事である西大寺
会陽が2月19日に開催されました。参加メンバーは創心會
12名に加え、友人2名と今までにない大人数での参加とな
りました。私自身12回目の出場ということもあり、例年
になく気合いを入れて挑みました。前日の22時頃には益
野センターのスタッフで会場の下見を行い、危険個所を確
認しました。
　当日は、19時に集合し、会場へ行きました。私は毎年

のことなのですがウキウキしてしまい、落ち着かず集合時
間よりだいぶ早く、現地に着いてしまいいつも1人で待っ
ています。また、今年は人の波に押され、自分の意図とは
関係なく本堂の階段（7段）を上から下までお尻で滑り落
ちるという荒業を経験することができました。
　そして、今回は邑久センターの湛増さんが枝宝木を獲得
するなど、チームとして今までにない経験ができました。
枝宝木を獲得した湛増さんは今までにないくらいかっこよ
く、その後も枝宝木を獲った男としてのオーラを出しなが
ら仕事に励まれています。皆さんもぜひ502回目の西大寺
会陽に参加してみませんか？

西大寺会陽豆知識
　西大寺会陽が開催される西大寺観音院の境内には４本の石でできた支柱があります。裸
の男たちは境内を回った後、この支柱の中をくぐり本堂へ上がっていきます。今まで何気
なく支柱をくぐっていたのですが４本の支柱は現世と浄土の世界の入り口であり、水で体
を清めた後、支柱の間をくぐることで人間本来の姿になって宝木を獲り合うそうです。

創心會創心會
NEWS

　新入職員の方々も入社され、新たなスタートの季節が
やってきました。教育を行っていく「㈱ハートスイッチ」
や障害者就労支援事業を行う「NPO法人未来想造舎和
－久」の開設も行われています。社員数も450名を超え
会社としても新たなスタートを迎えているということだ
と思っています。

　最近読んだ本の中に、一度会った方にまた会いたいと
思ってもらえるためには、笑顔だけではなく洞察力を磨
いて相手の方に対してどれだけの興味を持ち、必要な知
識を身に付けその方に合わせた自分で接することが出来
るかということが相手に感動を与え、また会いたいと
思って頂ける秘訣なのだと書かれてありました。
　機関誌も新メンバーを迎え新たなスタートを迎えてい
ます。スタッフの皆さんにまた読みたい、原稿を書いて
みたいと思って頂ける感動を与えられる機関誌になって
いけるように頑張っていきたいと思っています。

編集部　岡本

家族見学会を終えて
リハビリ倶楽部益野　田尾　祐一

　2月14日、19日にリハビリ倶楽部益野で家族見学会を
行いました。この見学会ではリハビリ倶楽部益野を利用さ
れているご家族の方々が、普段連絡帳に書かれている様子
やご利用者様自身からの話だけでは見えてこないサービス
内容の理解、要介護家族を持つ家族同士の相互交流を目的
に行いました。
　見学会の内容は午前中に、ご家族の方々へリハビリメ
ニューの紹介や体験をしていただきつつ、ご利用者様のリ
ハビリの様子を見学。昼食はご利用者様と一緒に取ってい
ただき、その後ご家族の方へ、センター長の河﨑さんによ
る介護相談教室を行いました。
　見学会開催後に、参加されたご家族の方々へアンケート
を取らせていただきました。多くの方が、どのような環境
の中で、どのようにリハビリを行っているのかということ
に興味関心を持たれており、「楽しくいきいきしている様
子を見ることができて安心した。」「言語障害があるけどマ
イペースで緊張している様子がなく、スタッフや利用者さ
んとコミュニケーションが取れていて良かった。」といっ

た感想をいただくことができました。また集団での床体操
を体験された方から「うちの母親はこれだけのことができ
るのね。」と驚かれ、同時に安心もされていました。
　河﨑さんによる介護相談教室に参加された感想では「創
心會の何でもしてあげるはしてあげないという介護は、結
果として自立という家族の望んでいる方針と合っているの
だと分かり安心した。」といった感想がありました。創心
會の取り組みに対しての安心感が更に増したと実感してい
ます。またそれぞれが抱えている介護の悩みもこういった
場を設ける事で、少しでも前向きに解消していけるのでは
ないかと感じています。
　アンケートの中には、「他利用者様の日々の様子や、家
での過ごし方などをもっと知りたい、聞いてみたい。」「他
のリハビリも見たい。」といった感想もありました。
　今後もこのような企画を継続していくことで、ご家族の
方々の介護に対する不安等を解
消するだけでなく、在宅での生
活がより良いものになっていく
よう、地域に貢献していきたい
と思っています。

編集後記
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